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[ 表 - ]
任 す る こ と は 、 歌 逍の中心を離れ る こ と で あ り 、 歌 人 と し て は 不利 益 で あ っ た だ ろ う と 考 え ら れ る 。 当 然 一 刻 も 早 く 京 へ 戻 り た いという想いがあったのではないか。また、土佐に赴任したことは、貫 之 に 流 人 意 識 を 抱 か せ た と い う 指 摘 も あ る ＾ ° 貫 之 個 人の単純な感慨の表出として「土 左 日 記 」 を 読 む こ と に 関 し て は 偵 諏 を 期さ な け れ ば な ら な い が 、 「 土 左 日 記」 と い う テ ク ス ト を 追 う 限り
．では、都である京ヘ一刻も早く帰りたいのに、中々進まない舟に対して強い焦採感を抱いていることが容易に読み取れよう。
作 中 二 0 例 あ る 「 な ほ 」のうち、停泊期間や舟の進行がまま な
ら な い 楊 面の「なほ」を そ れ ぞ れ の 泊 り 別 で ま とめると[表このように
な る 九 。
やはり大
湊 、 室 津 1
0と 長 期 間 停 泊 を 余 儀 な く さ
れる場面には
多 く 使 用 さ れ て い る 。 ま た 和 泉の漑や烏飼、 山 崎の例は先述し た通 り 純 然 た る 停泊期間中の使用例とは分 け て 考 え ら れ な く て は なら な い が 、 和 泉の灘の場面では四 倅泊、烏飼、山 綺 に 関 し ては 、 他 に 比 べ 倅泊期間自体は短 い もの 、それぞれ川 上 り を 始めて三日目、 八 日 目 と 舟の進行はやは り 滞 っ て い る 。 このようにこの表からも、停泊期間や舟 進行 が ま ま な ら な い 楊 而 、 つ まり京への帰逗が遅れ る 場 面 に は 「 な ほ 」 の 語 が 選 ば れ て い る と 考 え られ るのである。
昨日と変わらず同じ場所に滞在するのであれぱ、作中他にもあ
るように「昨日のごとし」「咋日と同じところなり」でよかったはずである。であるにも関わらず、この
「なほ」 が 多 用 さ れ る 訳
は 、 貰 之 自 身 が この舟旅で味わった 焦 燥 感 や 現 実の舟旅 実感が反映されているからではな
いか。「土左日記」は読み手を想定し
た上で執節された作品であろうし、貰之の緻密な計灯の元に成って おり、虚構 と 思 わ れ る 表 現 は 作 中 散 見 さ れ る 。 し か し その一方で、自身 が 味 わ っ た 一 刻 も 早 く 京 へ 怖 り た い と い う 心の底から涌き出るような想い、自我の舟旅の実惑が倅泊期間中に使用される「 な ほ 」 に 表 れ て い るのではないか。伴泊期間中に使用 さ れ る 「 な ほ 」 は 、 そ う し た この作品全体を




















































































































































































































































































































































































































































































































































































舟の進行に対する焦燥感を表す なほ」 使用も見られ 。「望郷の念」を表す「なほ」については、
当時の「京」ではなく、
貫
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